
雷
別
ド
ン
グ
リ

屋
内
実
施
と
い
う
こ
と
で
、
次
の
よ
う

「
野
山
で
の
安
全
確
保
の
た
め
の
情
報
」

倶
楽
部
開
催

な
活
動
で
し
た
。

野
外
で
活
動
す
る
機
会
の
多
い
、
会
員

２
月
４
日
（
水
）
、
標
茶
町
雷
別
地
区

「
平
成

年
度
の
活
動
内
容
の
打
合
せ
」

の
皆
さ
ん
の
参
考
と
な
る
よ
う
に
と
企
画
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国
有
林
の
森
づ
く
り
活
動
（
自
然
再
生
活

し
た
も
の
で
、
テ
ー
マ
は
次
の
３
つ
。

動
）
を
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
「
雷
別

よ
り
良
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
で
き

ド
ン
グ
リ
倶
楽
部
」
が
、
今
年
度
最
後
と

る
よ
う
に
、
今
年
度
の
実
施
結
果
を
踏
ま

・
デ
ー
タ
ー
に
見
る
山
岳
遭
難
発
生
状
況

な
る
第
５
回
目
の
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

え
、
来
年
度
の
活
動
内
容
を
検
討
し
ま
し

・
豪
雪
時
の
車
の
運
転
の
留
意
点

開
催
当
日
は
、
冷
え
込
み
が
厳
し
く
、

た
。

・
野
山
で
の
ロ
ー
プ
の
結
び
方

先
週
末
か
ら
降
り
始
め
、
大
雪
で
羅
臼
町

雷
別
で
の
植
林
活
動
は
も
ち
ろ
ん
で
す

を
孤
立
さ
せ
た
低
気
圧
の
影
響
で
、
釧
路

が
、
会
員
の
皆
さ
ん
は
、
植
物
・
森
林
・

い
ず
れ
の
テ
ー
マ
も
、
当
セ
ン
タ
ー
所

市
内
も
強
風
を
伴
う
降
雪
が
あ
り
、
わ
ず

林
業
等
へ
の
関
心
が
高
く
、
釧
路
地
方
の

長
が
登
山
等
で
培
っ
た
技
術
と
経
験
を
交

か
に
積
も
っ
た
雪
は
、
踏
み
固
め
ら
れ
氷

自
然
情
報
を
た
く
さ
ん
持
っ
て
お
り
、
巨

え
て
の
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

塊
に
変
化
し
て
い
ま
す
。

樹
・
巨
木
や
人
工
林
の
見
学
、
キ
ノ
コ
の

ま
た
、
標
茶
町
と
厚
岸
町
で
、
ヒ
グ
マ

当
セ
ン
タ
ー
周
辺
に
は
、
病
院
、
博
物

観
察
会
等
の
実
施
を
希
望
す
る
意
見
が
出

に
よ
る
人
身
被
害
が
発
生
し
た
直
後
だ
っ

館
、
学
校
等
の
公
共
施
設
が
あ
り
、
バ
ス

さ
れ
ま
し
た
。

た
こ
と
か
ら
、
熊
除
け
ス
プ
レ
ー
等
に
つ

路
線
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
交
通
量
が
多
く
、

い
て
の
質
問
も
あ
り
、
冬
の
熊
対
策
に
つ

り

路
面
の
氷
に
磨
き
が
か
か
り
、
つ
る
つ
る

い
て
、
皆
さ
ん
興
味
が
あ
る
よ
う
で
し
た
。

路
面
が
出
現
し
ま
す
。

次
回
は
、
新
緑
の
雷
別
国
有
林
で
の
活

平
ら
な
箇
所
で
さ
え
、
よ
く
滑
る
つ
る

動
に
な
り
ま
す
。

も

つ
る
路
面
、
坂
道
の
多
い
こ
の
界
隈
で
は
、

滑
り
に
し
ん
に
ゅ
う
が
か
か
り
ま
す
。

な
お
、
「
雷
別
ド
ン
グ
リ
倶
楽
部
」
で

歩
道
も
車
道
も
、
滑
る
、
空
転
、
登
ら

は
、
自
然
再
生
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
行
う

な
い
、
止
ま
ら
な
い
と
通
常
の
歩
行
・
走

会
員
を
随
時
、
募
集
し
て
い
ま
す
。

行
を
す
る
に
は
、
厳
し
い
状
況
（
な
ぜ
、

釧
路
湿
原
自
然
再
生
の
ひ
と
つ
、
雷
別

雪
が
降
る
た
び
、
毎
回
こ
う
な
る
の
か
？
）

地
区
自
然
再
生
事
業
（
森
林
再
生
）
に
、

く

に
な
っ
て
お
り
、
ド
ン
グ
リ
倶
楽
部
の
皆

あ
な
た
も
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

か

さ
ん
に
は
、
大
変
足
元
の
条
件
が
悪
い
な

参
加
に
あ
た
り
、
講
習
受
講
、
経
験
・

か
で
、
集
ま
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

資
格
が
必
要
。
と
い
っ
た
堅
苦
し
い
要
件

ひ

今
回
の
活
動
は
屋
外
で
は
な
く
、
根
釧

は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

西
部
森
林
管
理
署
の
会
議
室
で
実
施
。

た
だ
し
、
活
動
に
あ
た
り
傷
害
保
険
料

昨
年
は
セ
ン
タ
ー
周
辺
で
、
樹
木
の
冬

と
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
保
険
へ
の

芽
の
観
察
会
を
実
施
し
ま
し
た
が
、
足
元

加
入
料
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

の
条
件
が
悪
く
な
る
こ
と
を
想
定
し
て
い

た
た
め
、
屋
内
で
の
活
動
を
計
画
し
た
も

詳
細
は
、
当
セ
ン
タ
ー
ま
で
、
お
問
い

の
。（
見
事
的
中
）

合
わ
せ
下
さ
い
。

第５回 雷別ドングリ倶楽部
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邁
進
し
、
そ
の
衝
撃
力
で
樹
木
を
左
右
に

除
雪
車
等
し
て
、
建
設
機
械
が
普
及
す
る

星
章
を
つ
け
た
林
業
機
械

③

押
し
倒
す
も
の
。
突
角
は
樹
木
の
状
態
に

ま
で
、
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
考
え
る

応
じ
て
角
度
お
よ
び
上
下
位
置
を
油
圧
操

と
、
馬
力
と
人
力
で
作
業
を
行
っ
て
い
た

旧
日
本
陸
軍
は
、
隣
接
す
る
大
国
と
の

作
で
変
更
で
き
た
よ
う
で
す
。

当
時
の
林
業
の
現
場
。
荒
っ
ぽ
い
作
業
を

有
事
を
想
定
。
そ
の
際
に
、
大
陸
で
の
国

「
伐
掃
機
」
は
、
「
伐
開
機
」
が
荒
ご

行
う
「
伐
開
機
」
は
と
も
か
く
、
「
伐
掃

境
突
破
が
重
要
と
考
え
ま
す
。

な
し
を
し
た
後
に
追
随
し
て
、
通
路
を
か

機
」
は
林
業
機
械
と
し
て
活
躍
で
き
た
と

国
境
付
近
に
は
、
大
河
、
湿
地
地
帯
、

た
づ
け
る
た
め
の
作
業
車
で
、
車
体
前
面

思
い
ま
せ
ん
か
？

実
際
に
帯
広
営
林
局

密
林
地
帯
と
い
っ
た
天
然
の
障
害
物
が
あ

の
左
右
両
側
に
あ
る
起
重
機
（
ク
レ
ー
ン
）

管
内
で
は
、
陸
軍
の
牽
引
車
が
使
わ
れ
て

り
、
こ
の
人
を
寄
せ
付
け
な
い
劣
悪
な
環

と
ウ
イ
ン
チ
を
用
い
て
、
抜
根
作
業
や
倒

い
た
よ
う
で
す
。

境
の
場
所
で
、
迅
速
な
行
動
が
で
き
れ
ば
、

木
の
移
動
を
行
う
も
の
。

み
な
さ
ん
の
近
く
に
、
武
骨
な
デ
ザ
イ

当
時
の
戦
闘
教
範
で
あ
る
作
戦
要
務
令

ま
た
、
発
電
機
を
備
え
て
お
り
、
電
動

ン
の
古
い
重
機
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
よ
く

（
略
し
て
作
要
）
の
綱
領
第
九
【
敵
の
意

鎖
鋸
、
電
動
丸
鋸
な
ど
を
用
い
て
、
倒
木

観
察
し
た
ら
、
車
体
前
面
に
星
章
の
痕
跡

表
に
出
ず
る
は
機
を
制
し
勝
を
得
る
の
要

の
切
断
や
小
樹
木
を
根
元
か
ら
切
り
は
ら

が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
よ
。

道
な
り
・
・
】
と
な
り
ま
す
。

い
通
路
を
完
成
す
る
。
鋸
類
は
鎖
鋸
２
、

そ
の
た
め
、
各
種
の
特
殊
車
両
が
開
発

丸
鋸
６
の
同
時
使
用
が
可
能
だ
っ
た
。（
さ

さ
れ
ま
す
。

す
が
に
重
量

キ
ロ
の
九
二
式
動
力
伐
採
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ま
た
、
作
要

第
四
部

第
２
章
「
密
林

機
は
使
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
ね
。）

地
帯
に
於
け
る
行
動
」
で
は
、
【
密
林
地

な
お
、
「
伐
開
機
」
と
「
伐
掃
機
」
は

帯
は
大
な
る
地
域
に
亙
り
異
齢
の
混
合
樹

試
作
時
に
、
北
海
道
留
辺
蘂
町
（
現
北
見

密
生
し
、
倒
木
多
く
、
其
の
内
部
に
は
小

市
留
辺
蘂
町
）
の
天
然
林
で
基
礎
試
験
、

流
、
湿
地
、
地
障
、
断
崖
、
急
傾
斜
地
、

実
用
試
験
を
実
施
し
て
お
り
、
そ
の
結
果

岩
石
地
等
の
地
障
存
在
し
、
通
路
を
開
設

は
良
好
で
、
密
林
地
帯
突
破
、
通
路
開
設

す
る
に
あ
ら
ざ
れ
ば
部
隊
の
通
過
困
難
な

の
目
的
を
達
成
し
得
る
こ
と
が
認
め
ら
れ

る
を
通
常
と
す
】
と
通
路
開
設
の
重
要
性

ま
し
た
。

が
謳
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
エ
ン
ジ
ン
や
車
体
部
品
を
戦

こ
の
密
林
地
帯
の
通
路
開
設
を
迅
速
に

車
と
共
通
化
す
る
等
し
て
完
成
。
少
数
が

行
う
た
め
に
、
開
発
さ
れ
た
特
殊
車
両
が
、

生
産
さ
れ
た
「
伐
開
機
」
と
「
伐
掃
機
」

「
伐
開
機
」
と
「
伐
掃
機
」。

で
し
た
が
、
向
か
っ
た
先
は
、
大
陸
国
境

伐
開
機
能
の
あ
る
車
両
と
い
え
ば
、「
マ

の
密
林
で
は
な
く
、
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
方
面
。

３
月
の
予
定

ッ
ハ

」
の
マ
ッ
ハ
号
。「
伐
開
機
」

こ
れ
は
南
方
の
ジ
ャ
ン
グ
ル
を
切
り
開
い

Go
Go
Go

も
、
マ
ッ
ハ
号
の
よ
う
に
ハ
ン
ド
ル
の
ボ

て
、
飛
行
場
を
設
営
す
る
た
め
で
し
た
が
、

＊
３
月

日
（
月
）
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タ
ン
を
押
せ
ば
、
車
体
前
面
か
ら
丸
鋸
が

揚
陸
直
後
に
爆
撃
を
受
け
破
壊
さ
れ
て
し

釧
路
湿
原
自
然
再
生
協
議
会

出
て
き
て
、
木
を
切
り
倒
し
な
が
ら
走
行

ま
っ
た
そ
う
で
す
。

で
き
る
車
両
な
の
か
。

終
戦
と
な
り
、
日
本
軍
の
戦
車
等
は
処

＊
管
内
の
自
然
情
報
の
収
集
や
情
報
提
供

「
伐
開
機
」
の
作
業
は
荒
々
し
く
、
鋸

分
さ
れ
ま
し
た
が
、
わ
ず
か
に
残
っ
た
車

を
行
っ
て
い
ま
す
。
下
記
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

や
動
力
伐
採
機
等
は
使
わ
ず
、
踏
ん
張
り

両
は
、
武
装
を
撤
去
し
、
排
土
板
を
取
り

ジ
を
随
時
更
新
し
て
お
り
ま
す
の
で
是
非

の
き
く
重
い
装
軌
車
両
に
突
角
を
つ
け
て

付
け
る
等
の
改
造
を
施
し
、
ブ
ル
ド
ー
ザ
、

ご
覧
下
さ
い
。
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